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２００２／０９／１３ 

８ＧＨｚ導波管の設置について 

藤沢健太（山口大学） 
１．はじめに 
 ９月９日、１０日にかけて、山口３２ｍ電波望遠鏡に８ＧＨｚ冷却両偏波受信機用導波

管を設置する作業が行われた。作業と設置後の状況について報告する。 
 
２．作業概要 
作業日時 ９月９日（月）ＡＭ９：００から９月１０日（火）昼まで 
作業内容 導波管取付、ＲＦ受信機外アンプに８－９ＧＨｚのバンドパスフィルタを取

り付け 
作業者名 牛山長雄、中谷龍司、下村広幸（日本通信機）レンタカーで来所 

 立会い  藤沢健太、増山博行 
 
今回の作業は、６月末に行われた８ＧＨｚ受信機と給電部を接続する特注の導波管の設置

である。受信機位置と給電部位置が４５度回転した状態になっていること（したがって導

波管は複雑な形状になる）、導波管の必要な長さは６月の受信機設置時に測定されたなどの

理由で、今回の設置となった。 
 これまでは２チャネルある受信機のうち、ＣＨ１だけが同軸ケーブルで接続された状態

となっており、受信機本来の性能を発揮できていなかった。今回の設置により、８ＧＨｚ

受信システムの設置は完了となる。 
 
３．設置品の写真 
３－１．これまでの状態 

 
導波管設置前（給電部・受信機を下から見た状態） 

未接続の給電部 

同軸ケーブル接続
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３－２．今回の作業で取り付けた部品 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＣＨ２用導波管＋ 
クロスガイドカプラ 
（短い） 

ＣＨ１用導波管＋ 
クロスガイドカプラ 
（長い） 

ＣＨ１、２用フレキシ

ブル導波管 
（位置の微調整用） 

ノイズソース 
（校正用） 
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３－３．設置後の状態 
 

 
 
※これで８ＧＨｚ受信機は本来の性能を発揮して使用できるようになったが、２チャネル

ともに必要なノイズソースが１個しかない。至急調達する必要がある。 
 
４．性能測定 
 ホーンにアブソーバをかぶせてＲ－Ｓｋｙによるシステム雑音温度の測定を行った。し

かし、スペアナが予想通りの動作をしない（ＶＢＷによってレベルが変動する、ＲＥＦの

変化とレベルの指値変化が異なっている、など）。このため、システム雑音温度は約７０Ｋ

という測定結果を得たが、後日、再測定を行うことした。 
 
 
 
 
 
 
 

フレキシブル 
導波管 

ＣＨ２
導波管 

ＣＨ１
導波管 

ノイズ
ソース 
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８ＧＨｚ受信システム完成記念写真 
 

 
 
 
 
 

＝＝以上＝＝ 


